
4 月のミニおしゃべり会 INオエヴィスは・・・

    参加人数 12名+子ども 2名。近況報告をおこないました。

4月新年度ということで、久しぶりの方、初めての方、その中にお子さん連れの参加

もありで、オエヴィスの茶の間はちょっと窮屈なくらいでしたが、和やかな雰囲気のな

かおしゃべりがはずみました。保育園、小学校普通級、支援級、中学校普通級、支援学

級、支援学校中学部、成人とさまざまな立場からの話が聞けました。

・保育園・・・公立保育所の入所申請をしたが、障害児枠がいっぱい、保育士の手が足

りないなどの理由で入所できない。障害児の通所施設を紹介された。親子通園が多いた

め仕事を持っている親は難しい。次に過去に障害児の受け入れ実績のある無認可の保育

園を紹介された。

・小学校普通級・・・低学年のうちは支援員さんがついていたが、学年があがりどうな

るのがわからないこと、クラス替えがあり担任が変わったことが不安。

・小学校支援級では・・・ことあるごとに支援学校に移ってはと勧められる。

交流もほとんどなく。ほかの子と比べてしまう。

・中学普通級・・・義務教育最後の年。クラス替えも担任が変わることも毎年のことな

のであまり不安はない。まわりが相手にしてくれないのがちょっとさみしい。

・中学支援級・・・普通級からの移籍が多くクラスの人数が増えてきている。どこに障

害があるのかわからない普通の子が多い。いじめられて不登校になってとか、居場所が

なくなってなどの理由。支援学級は避難所なのか？交流がすすまない。

・支援学校中学部・・・昨年度は支援籍交流を 4回した。形ばかりの交流でまったく交

わりを感じられない。安全面を気にしすぎる。

おしゃべり会を振り返って

情報を共有することで、先輩からのアドバイスあり、頑張るパワーをもらったりと有意

義な時間でした。小さなうちから分けられることが進むなかで、学校の存在は貴重。ど

の子も地域の学校への TOKOの活動を継続し、声をあげていかねばと強く思いました。

話し合いの中で、一方通行ばかりではなく、逆流、逆走してでも道をひらくことは裏ワ

ザや抜け道、新しい出会い、発見もあり道はできてくる。その一言が印象に残りました。



中学２年は折り返し地点

清水 泰代（越谷市）

我が家の次男には知的障害を伴う自閉症という障害があります。現在は中学の支援学

級に在籍しています。中学 2年生になって、中学生活にもすっかり慣れ落ち着いていま

す。

新１年生や転校生も入り学級の人数が増え、にぎやかになりましたが動ずることなくマ

イペースで淡々とすごしています。中学は３年間なので、もうすぐ折り返し地点に到達

してしまいます。卒業までの目標、自立通学と交流はどこまで進められるか？あきらめ

ないで一歩づつがんばります。
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